














































問 子ども家庭センター　子ども家庭係　☎356-6711

ほめ育児の効果と実況中継
　ほめることは、子どもに「それは良いことだよ」と伝えるサインです。
「これからも続くといいな」、「またしてほしい」と思う良い行動ができたら、言葉や態度で示してほめるように
しましょう。「うれしい」、「ありがとう」、「助かったよ」など大人の気持ちも伝えましょう。

　ほめポイントは、普段のあたりまえの生活の中にたくさんあります！
「ご飯の前にいただきますと言えた」「道路を渡る時に左右確認をした」「おもちゃを貸してくれた」できて当たり前と感じる
行動も、ほめる対象です。子どもはほめられる経験を重ねていくと望ましい行動を進んでできるようになっていきます。

　何をほめたらいいのかわからないと感じる方は、子どもの行動を「実況中継」してみましょう。できて当たり前の行動
も、具体的に「実況中継する」ことで、子どもは褒められたと感じます。
　「今、ピーマン食べたね」「おもちゃを片付けているね」「（走らずに）歩いているね」など言葉にして、伝えてみましょう。
子どもの自己肯定感が高まり、新たな意欲に繋がります。ぜひご家庭でお試しください。

子育てナビ

※できるだけ早い時期に、忘れずに接種しましょう。　※接種期間以外の接種は、自己負担（有料）となります。
※接種には予診票が必要です。転入した方や紛失などで予診票がない場合は、お問合せください。

問 子ども家庭センター　親子保健係　☎356-6711

９歳から12歳のお子さんのいる保護者の方へ
日本脳炎（２期）、二種混合は受けましたか？

小学校入学前（年長組）のお子さんのいる保護者の方へ
麻しん・風しん混合（ＭＲ）

第２期予防接種は受けましたか？

対象生年月日
平成３１年４月２日～

令和２年４月１日生まれ（年長児）

接 種 期 限 令和８年３月３１日まで
（小学校就学前の１年間）

利府町りーふナビ
パソコン・スマホどちら
からもご利用いただけます。
https://rifu-town.city-hc.jp/

問 子ども家庭センター　子ども家庭係　☎356-6711

月齢別講座ベビータイムに参加しませんか？
　利府町にお住まいの生後２～４か月のお子さんがいる世帯の方々があつまって、ゆっくり過ごせる講座です。
お子さんの月齢が近いご家庭同士で、一緒に楽しい時間を過ごしましょう。
　お父さまもぜひ、ご参加ください。お待ちしています。

子ども家庭センター
からのお知らせ

日本脳炎（２期）
日本脳炎ワクチン予防接種は、
1期1回目、2回目、追加、２期の
計４回行います。

予防接種の種類 対象年齢 備考

二種混合
二種混合予防接種は、三種混合
予防接種の追加接種として、
１回行います。

9～13歳未満

11～13歳未満

・令和７年１２月１６日（火）　 ・令和８年１月１４日（水）
・令和８年２月５日（木）　　  ・令和８年３月４日（水）

午前１０時～午前１１時まで（受付時間：午前９時５０分～）

親子相談・交流スペース「ぺあっこ」 利府町保健福祉センター内

利府町内にお住まいの生後２～４か月の親子、５組程度

月齢に合わせたふれあい遊びを楽しみます。
保護者同士おしゃべりの時間もあります。

母子健康手帳

５日前までに子育て支援アプリ「りーふナビ」からお申し込みください。
りーふナビは、アプリのインストールが必要です。子育て支援情報
を発信しているアプリですので、ぜひご登録をお願いします。

日 に ち

時  間

場  所

対 象 者

内  容

持 ち 物

申込方法

利府町キャリアシップ（職場体験）事業＆
マナー講習を実施しました

■マナー講習
キャリアシップ事業の実施に先立ち、宮城県塩釜高等学校

のビジネス科の教諭にお越しいただき、各中学校でマナー
講習を実施しました。当日は塩釜高等学校のビジネス科2年
生もアシスタントとして参加し、接客の仕方などを実演いた
だきました。アシスタントには各校の卒業生もおり、中学生
たちも先輩の実演を真剣に聞き入っていました。

■利府町キャリアシップ（職場体験）事業

　「町はひとつの学校」を理念に掲げる『利府町志教育』の
一環として、町内各中学校の2年生364名が、11月10日
～14日の5日間において、町内・外の各事業所で職場体験
学習を実施しました。

リフノスの図書館はとても綺麗で利用しやすく、赤ちゃん用の絵本も充実しています。
子どもが生まれてから５、６回ほど利用していますが、いつも楽しく過ごしています。
毎日1冊ずつ絵本を読む習慣があり、子どもとの時間にとても役立っています。お子様
連れの方にもぜひ利用していただきたいです。

InterView

塩竈市在住
阿部さん

令和3年7月に開館したリフノスが、開館5年目を迎え、令和7年10月17日に来館者累計100万人を達成しました。 
100万人目の来館者である、塩竈市在住の阿部ななみさん、薫ちゃん親子には、町特産品などの記念品を贈呈しました。
これからも多くの皆さまに親しまれる文化活動の交流拠点として運営してまいります。

文化交流の拠点
来館者100万人達成

利府中学校での様子
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利府のできごとを
写真とともに
おとどけします！フォトりふ

　町の地方創生の理念に賛同いただき、企業版ふるさと納税
を活用して寄附していただいた企業様をご紹介します。

企業版ふるさと納税による寄附をいただきました
　町内の建設業、造園業などで組織する利府町建設災害防止
協議会会員の皆さまが、菅谷台調整池周辺の除草作業や
周辺道路の清掃活動を実施していただきました。同協議会は、
災害時の支援活動だけではなく、毎年、除草や道路清掃等の
ボランティア活動を行っており、町内の環境美化に努めて
いただいています。

町内美化活動を実施いただきました

9/26 金9/25 木

10/3 金

使途を指定しないものとして、寄附金788,400円をいた
だきました。大切に活用させていただきます。

寄附金の採納式を行いました
(明治安田生命保険相互会社様)

10/4 土

　10月は「全国一斉シルバー人材センター普及啓発促進月間」です。
　この取組の一環として、利府町シルバー人材センター会員65名に
よる奉仕活動が実施されました。 

保健福祉センター内の植木の剪定・草取り作業を
していただきました

この日のために先生たちと一生懸命練習してきた成果を、多く
のご家族の前でお披露目することができました。
　お子さんの成長をカメラに収めようと、たくさんのご家族にご
来園いただきました。演技などの各種競技では、子どもたちへの
温かい声援や拍手が絶え間なく送られ、親子競技では保護者の皆
様は真剣に、お子さんたちは笑顔で大活躍する姿が見られました。

菅谷台保育所の運動会が開催されました
　秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご臨席のもと、宮城県総合運動
公園（グランディ・21）において式典を開催されました。利府
西中学校の生徒、利府町緑の少年団の児童生徒が出演し、
森を守り育てることの重要性を次世代に伝える意義深い式典
となりました。

第48回 全国育樹祭が開催されました

10/4 土

10/20 月

　青山小児童クラブの子どもたちが「アグリサンタハウスこど
も体験農園」にてサツマイモを収穫しました。５月に植え付け
体験をしたサツマイモは立派に成長しており、子どもたちは
大喜び。収穫したサツマイモは、児童クラブの子どもたちで
美味しくいただきました。

サツマイモの収穫体験をしました

10/5 日

　神谷沢地区にお住まいの二階堂仂さんが100歳の誕生日を
迎えられ、町から敬老記念品等を贈呈しました。
　とてもお元気な様子で、100歳のお誕生日をご家族からも
祝福され、楽しい時間を過ごされていました。

祝１００歳！　おめでとうございます！
にかいどう つとむ

10/21 火

町内の6年生、約370人がリフノスに集合し、文化芸術
鑑賞・体験推進事業として「落語ワークショップ in 利府」
を開催しました。伝統芸能に触れ、落語の仕草やお囃子の
太鼓を体験したほか、真打の落語に大笑いし、傘を回転させ
て枡を転がす曲芸など貴重な体験になりました。

令和７年度「落語ワークショップ in 利府」

10/24 金

10/18 土

ユアテックスタジアム仙台において、「株式会社マイナビフット
ボールクラブ」より、サッカーボールを寄贈いただきました。贈呈
式では、プロサッカーチームマイナビ仙台レディースマスコット「マイ
ビィ」から、「未来を担う子どもたちにスポーツの楽しさを届けたい」
との思いとともにサッカーボールが手渡されました。
いただいたサッカーボールは町内各小学校において、体育の授業

や休み時間、クラブ活動などで活用されます。

株式会社マイナビ仙台によるボール贈呈式を行われました
©mynavisendai

　東京エレクトロンホール宮城で「令和7年文化の日表彰式」
が開催され、多年にわたり県政発展に尽力された方に県知事
から表彰状が贈られました。
　本町からは２名の方が受賞され、町から推薦した澤目さん
に記念品を贈呈しました。

文化の日表彰　受賞おめでとうございます

10/30 木

◆民生安定功労 澤目　寬子（現　保護司)
◆産  業  功  労 松川　多喜夫（現　一般社団法人日本塗装工業会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県支部支部長)

※敬称略

さわめ ひろこ

地域、企業、教育機関などとの連携・協力により、新たな
取組に積極的にチャレンジし、「持続可能な魅力あるまちづくり」
を進めていくため、ヤマト運輸株式会社と包括連携協定を締結
しました。
　相互の緊密な連携により、町の活性化が図れるよう、地域の
課題やニーズに即した連携事業を積極的に進めていきます。

ヤマト運輸株式会社と包括連携協定を締結しました

10/27 月

企業名
株式会社クレドインターナショナル
有限会社工藤電業
シエンプレ株式会社
JFEスチール株式会社
クリエイトジャパン株式会社

寄附金額
1,000,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円

活用先
魅力ある地域産業をつくる事業
結婚・出産・子育ての希望がかなう環境をつくる事業
魅力ある地域産業をつくる事業
快適な都市空間をつくる事業
結婚・出産・子育ての希望がかなう環境をつくる事業

※敬称略

まつかわ たきお
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　お子さんの成長をカメラに収めようと、たくさんのご家族にご
来園いただきました。演技などの各種競技では、子どもたちへの
温かい声援や拍手が絶え間なく送られ、親子競技では保護者の皆
様は真剣に、お子さんたちは笑顔で大活躍する姿が見られました。

菅谷台保育所の運動会が開催されました
　秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご臨席のもと、宮城県総合運動
公園（グランディ・21）において式典を開催されました。利府
西中学校の生徒、利府町緑の少年団の児童生徒が出演し、
森を守り育てることの重要性を次世代に伝える意義深い式典
となりました。

第48回 全国育樹祭が開催されました

10/4 土

10/20 月

　青山小児童クラブの子どもたちが「アグリサンタハウスこど
も体験農園」にてサツマイモを収穫しました。５月に植え付け
体験をしたサツマイモは立派に成長しており、子どもたちは
大喜び。収穫したサツマイモは、児童クラブの子どもたちで
美味しくいただきました。

サツマイモの収穫体験をしました

10/5 日

　神谷沢地区にお住まいの二階堂仂さんが100歳の誕生日を
迎えられ、町から敬老記念品等を贈呈しました。
　とてもお元気な様子で、100歳のお誕生日をご家族からも
祝福され、楽しい時間を過ごされていました。

祝１００歳！　おめでとうございます！
にかいどう つとむ

10/21 火

町内の6年生、約370人がリフノスに集合し、文化芸術
鑑賞・体験推進事業として「落語ワークショップ in 利府」
を開催しました。伝統芸能に触れ、落語の仕草やお囃子の
太鼓を体験したほか、真打の落語に大笑いし、傘を回転させ
て枡を転がす曲芸など貴重な体験になりました。

令和７年度「落語ワークショップ in 利府」

10/24 金

10/18 土

ユアテックスタジアム仙台において、「株式会社マイナビフット
ボールクラブ」より、サッカーボールを寄贈いただきました。贈呈
式では、プロサッカーチームマイナビ仙台レディースマスコット「マイ
ビィ」から、「未来を担う子どもたちにスポーツの楽しさを届けたい」
との思いとともにサッカーボールが手渡されました。
いただいたサッカーボールは町内各小学校において、体育の授業

や休み時間、クラブ活動などで活用されます。

株式会社マイナビ仙台によるボール贈呈式を行われました
©mynavisendai

　東京エレクトロンホール宮城で「令和7年文化の日表彰式」
が開催され、多年にわたり県政発展に尽力された方に県知事
から表彰状が贈られました。
　本町からは２名の方が受賞され、町から推薦した澤目さん
に記念品を贈呈しました。

文化の日表彰　受賞おめでとうございます

10/30 木

◆民生安定功労 澤目　寬子（現　保護司)
◆産  業  功  労 松川　多喜夫（現　一般社団法人日本塗装工業会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県支部支部長)

※敬称略

さわめ ひろこ

地域、企業、教育機関などとの連携・協力により、新たな
取組に積極的にチャレンジし、「持続可能な魅力あるまちづくり」
を進めていくため、ヤマト運輸株式会社と包括連携協定を締結
しました。
　相互の緊密な連携により、町の活性化が図れるよう、地域の
課題やニーズに即した連携事業を積極的に進めていきます。

ヤマト運輸株式会社と包括連携協定を締結しました

10/27 月

企業名
株式会社クレドインターナショナル
有限会社工藤電業
シエンプレ株式会社
JFEスチール株式会社
クリエイトジャパン株式会社

寄附金額
1,000,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円

活用先
魅力ある地域産業をつくる事業
結婚・出産・子育ての希望がかなう環境をつくる事業
魅力ある地域産業をつくる事業
快適な都市空間をつくる事業
結婚・出産・子育ての希望がかなう環境をつくる事業

※敬称略

まつかわ たきお
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「
十
符
人（
と
ふ
と
）」で
は
、
毎
月
、

利
府
の
魅
力
づ
く
り
や
魅
力
発
信
に
貢
献

し
て
い
る
方
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

府
町
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
利
府

町
は
学
生
の
声
に
も
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
」と

成
瀬
さ
ん
。
浅
野
さ
ん
は「
町
の
皆
さ
ん
が
と

て
も
温
か
く
、
新
し
い
試
み
に
積
極
的
」、
小

野
寺
さ
ん
は「
地
域
の
人
達
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
た
」、
松
浦
さ
ん
は「
自
分
達
学
生
の
活
動
を

応
援
し
て
も
ら
え
た
」と
話
し
ま
す
。
今
後
も

ま
ち
の
情
報
発
信
や
魅
力
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
話
す
皆
さ
ん
で
す
が
、
来
春
に
は

殆
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
就
職
。「
こ
の
活
動
を
次
の

代
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
課
題
。
学
生
の
視
点
で
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
り
、
多
く
の
経
験
が
で
き
る

の
は
利
府
町
な
ら
で
は
。
自
分
の
成
長
や
将
来
、

就
活
に
も
き
っ
と
役
立
ち
ま
す
。
町
内
の
学
生

の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ

い
！
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
中
学
校
を
卒
業
し
て
町
外
の
別
々
の
高
校

に
進
学
し
て
も
、
友
達
や
町
と
何
か
の
形
で
つ

な
が
っ
て
い
た
い
。
自
分
達
を
育
て
て
く
れ
た
町

の
た
め
に
、
何
か
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た

い
」と
い
う
熱
い
想
い
か
ら
生
ま
れ
た『
利
府
町

学
生
ま
ち
お
こ
し
協
力
隊
M
a
c
h
i
t
o

L
i
n
k（
マ
チ
ト
リ
ン
ク
）』。
代
表
の
赤
間
愛

さ
ん
を
中
心
に
、
令
和
３
年
か
ら『
U
P

D
A
T
E  

I
N  

R
I
F
U
』な
ど
の
S
N
S

企
画
を
開
始
。「
最
初
は
手
探
り
で
し
た
が
、
町

の
方
々
の
支
援
で
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
も
実
現
で
き

た
」と
松
浦
さ
ん
。
令
和
３
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
動
し
、
一
時
は
中
断
し
た
も
の
の
瀧
澤
氏

は
じ
め
多
く
の
方
々
の
協
力
で『
ハ
マ
ス
カ
夏
祭

り
2
0
2
2
』会
場
で
初
打
ち
上
げ
。
今
や
利

※
1

※
2

※1：『UP DATE IN RIFU（アップデートインリフ）』：利府町学生町おこし協力
隊MachitoLink（マチトリンクが配信するXによる情報配信。

※2：稲庭うどん瀧さわ家店主：瀧澤崇氏。『ハマスカ夏祭り2022』開催場所と
して店の駐車場を提供。

人
と
つ
な
が
り
、未
来
を
描
く
、

学
生
視
点
の
ま
ち
づ
く
り
。

利府町学生まちおこし協力隊
MachitoLink（マチトリンク）in Rifuの皆さん

『うまうま祭』で司会を務める
代表の赤間愛さん

　　 松浦 康生さん、小野寺 真菜さん、
　　 　　　　　　　  　成瀬 麗良さん、浅野 夢月さん
（左から）

2020年3月、利府町の中学校を卒業した高校生有志で結成。SNS等による利府町の魅
力発信及び各種イベントで活躍。2021年に始動した『スカイランタンプロジェクト』は
2022年8月『ハマスカ夏祭り』で実現。今年で４回目の開催。2024年3月『利府町 ×
tsumikiビジネスチャレンジアワード』優秀賞受賞。現在、大学生等７名が活動。

うらら

まな

むつき

こうせい

『ハマスカ夏祭り』
スカイランタン打ち上げの様子

2025年11月9日『うまうま祭』に出店

たきさわそう

　10月31日（金）にラプラス公園の開園式が開催されました。公園の敷地内に設置される新たな
「ポケふた」もお披露目されて宮城県内の新たな観光スポットの誕生をお祝いしました。開園式の後
は、招待された園児たちがラプラスの遊具などで遊び、ポケモンの公園を楽しんでいました。

「ラプラス公園 in かせぬま」が開園しました！

広報りふ RIFU 令和7年12月号　No.605
編集発行/利府町企画部秘書政策課　秘書広報係
〒981-0112　宮城県宮城郡利府町利府字新並松4番地
☎ 022-767-2112　 022-767-2101　 hisyo406@rifu-cho.com

広報りふWEB版
編集後記
今月では、スポーツイベントの様子を特集しました。「スポーツのまち利府」でたくさ
んの方々にイベントを楽しんでいただきました。
2025年も間もなく終了です。2026年も広報りふをよろしくお願いします。


